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欺 き と裏 切 りの 歴 史
一 英国 スパイ小説 の100年 一i

鴨 川 啓 信

序

諜報活動 やスパイの存在 は歴史的 に古 い ものであるが、 スパ イが物語 の不

可欠 な要素 と して登場す る小説が注 目され るようにな ったのは、 ここ100年

程 度 のことだ。 その比較 的短 い歴史 の中で、代表 的 として名前 が挙 げ られる

作家 の大多数 はイギ リス出身 である。例 えば、 しば しば現代 スパイ小説 の起

源 と呼 ばれ るTheRiddleoftheSands(1903)を 書 いたErskineChilders。

TheThirty-NineSteps(1915)で 初 期 の スパ イ小 説 の典型 を示 したJohn

Buchan、 ア クシ ョンよ り人物描写 に重点 を置 いたEricAmbler、 世 界で最

も有名 な虚構 の スパイの生みの親IanFleming、 冷 戦以 降 での この ジ ャン

ルの大 家JohnleCarre、LenDeighton、BrianFreemantle。 ま た、 英

文 学 史 に名 前 の 出 て く るJosephConrad、SomersetMaughamや

GrahamGreeneも スパ イを扱 った小説 を出 してお り、 このジ ャンルに幅 と

深 みを加 えて いる。

現在(1980年 代 以降)こ の分野 が下火 とな って い る ことを考え ると、 ス

パ イ小説が様 々な変形 を生 み出 し繁栄 したの は、100年 に も満たない期間の

こと と言 える。一 つには時代背景 の要因が ある。20世 紀 は、2っ の世 界 大

戦 とその後の冷戦 のよ うな世界規模での動 乱か ら、社会革命 ・民族革 命の内

戦 ・地域紛争 まで、 スパ イの活躍す る様々な舞台 を提供 して きた。 しか し、

しば しば指摘 され るよ うに、飛躍的な情報技術の進歩 により、従来物 語を生

み出 して いた局面での スパ イの重要性が下が った。 スパ イ小説 に限 らず、物

語が発生す る主 な場面 は人間同士の交わ りで ある。実際、初期 のスパ イ小説
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での多分に定型的な人物間の対決から、裏切 りのモチーフが描かれ る後期の

ものまで、人と人(人 と集団)の 関わり合いを軸に物語は進んでいく。従っ

て、その間物語の関心が事件か ら人間へと移っていったのも当然の結果 と言

える。 もちろん、スパイ小説というジャンルが、突然変異として誕生 し他ジャ

ンルと切り離されて存在 しているわけではない以上、物語の焦点の移行にっ

いては、他の ジャンルにも当て はま るだろ う。 本論 は、Childersか ら

Greeneま で20世 紀のスパイ小説の変遷を、少 なくともこのジャンルに起

こった変化の一側面を、物語の視点を鍵 として明確にするものである。

謎解 明の物語

スパ イ小説 の魅力 の一 っ として、JohnAtkinsが ミステ リーの 要素 を挙

げている。 機密情報 を奪取す る任務や、そ もそ もスパ イが、名前 ・身分 ・目

的 を偽 って活動 す ることか らも、 その周囲 には秘密や欺瞞が溢れて お り、解

明 され るべ き謎 には事欠かな い。 映画で は堂々 と名前を告げ る場面 が見せ場

の一っ とな って いるJamesBondに 関 して も、"Anonymitywasthechief

toolofhistrade.Everythreadofhisrealidentitythatwenton

recordinanyfilediminishedhisvalueand,ultimately, .wasathreat

tohislife."(LiveandLetDie2)と 、 正体 を隠 す こ とが スパ イ に と って

命 に関 わる ほどの重要性 を持 ってい ると述 べ られる。(も っ ともす ぐに敵 に

正体が ばれ る:・ ・の場合、 その限 りではないのだろ うが。)そ れに対 して、

隠 され ている ものを暴 こうとする欲求が発生す る。多 くのスパ イ小説で、秘

密 や謎 を解明す るプ ロッ トは、物語 の中心的な位置 を占める。例え ば、最初

期 のスパ イ小説 で あ るTheRiddleoftheSandsで は 、 謎 の ドイ ッ人

Dollmannの 正 体 と目的を解 き明かす こと(そ れ は表題の 「砂州の謎 」 を解

明 す る こ とで も あ る)が 物 語 の 主 な 目 的 だ 。 そ の 過 程 で、 語 り手

Carruthersと そ の友人Daviesは 、 ドイツによ る イギ リス侵攻 の陰謀 を暴

き阻止す る。 この ような、無関係の一般 人が不可解 な事件 に巻 き込 まれ、手
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がか りとして示 され た謎 を解明 して い くことで、最終的 に国際的 な陰謀を阻

止 す るとい う物語 は、初期 のスパ イ小説 によ く見 られ る。JohnBuchanの

TheThirty-NineStepsで も、謎 の殺人、秘 密組織 の目的、 そ して殺 された

人物の残 した謎 の言葉 を解明す る ことで、 スパ イを追 い詰め る。謎解 明の物

語で は、ス パイは謎 の真相 を握 る存在で あり、物語 の中で は追跡 され る対 象

で ある。

The.Riddle(ゾtheSandsのDollmannに つ いて 、 追 い詰 め る側 の

Daviesは 、"Ihadcometotheconclusionthatthatchapwasaspy..,と

述 べ る。が 、その直後"Idon'tthink`spy'istherightword;butImean

somethingprettybad,"(68)と 言 い換 え る。 っ ま り 「スパ イ」 とは 「ひ

ど く邪悪な もの」 と同義 なのだ。Daviesの 論 理 で は、Dollmannは 彼 を罠

にはめて殺害 しよ うと したか ら、 そ して実 はイギ リス人 だが名前 ・正 体を偽

りイギ リス侵攻 のための情報 を ドイッに提供 してい る裏切 り者(traitor)だ

か ら 「スパ イ」 である。一方 スパイ追及側 の二人 は、Dollmannの 隠 す秘 密

を明 らかにするため、 ドイッ沿岸 の砂州 の地形調査 を してまわる。む しろこ

れ こそがスパイ行為 と言 えるが、"Theman'sanEnglishman,andifhe's

inwithGermanyhe'satraitortous,andweasEnglishmenhavea

righttoexposehim.Ifwecan'tdoitwithoutspyingwe'vearight

tospy._"(80)と の 言葉 に表れ るように、 自国を護 るという大 義の もと、

彼等 の行動 は正当化 されてい る。 ここで スパ イを巡 る対称的 な2っ のイメー

ジが、追 われ る側 と追 う側 に当て はま る。前者 は、 こそ こそ と情報 を嗅 ぎま

わ り人 を欺 く 「邪悪 な」存在、 しば しば ごろっ きや犯罪者 と同列に扱われる。

後 者 は、愛 国心 や冒険心 に溢 れた ロマ ンテ ィックな存在 。 実際 、Daviesが

Dollmannを 追 いか ける動機 には、 その娘を追 い求 める という恋愛が らみ の

側面 も与え られてい る。

この ようなイ メー ジ付 けは、物語を見 る視点 によ って決定 されてい る。謎

解明の物語 は、(し ば しば一人称 の語 り手 によ り)謎 を追 究す る視点 、 っ ま
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り正体 や陰謀 を隠 しているスパ イを追及す る視点か ら語 られ る。従 って、 物

語 を支配す る価値観や追われ るスパ イの評価 は一面的 なものだ。例え ば 「裏

切 り者」Dollmannが 物 語 の結末 付近 に次 のよ うな言葉 を残 す。"1'min

Britishservice!You'rewreckingtheworkofyears‐andonthe

verythresholdofsuccess."(255)こ れ は、彼 が実 はイギ リス側 の二 重 ス

パイであ る可 能性を示 してい る。 もしこの言葉 に相応 の注意 が払 われ れば
、

それまでの物語 は、 そ してDollmannの 企 て を阻 ん だ語 り手 達 の行 動 は、

全 く異 な った意 味を持っ ことになる。(特 に1eCarre以 降 の読者 は、 この

言葉か ら色 々 と妄想 が膨 らむ と ころだ。・)し か しこの小説 で は、Dollmann

は裏 切 り者 のまま舞台か ら退場 し、事件 の意味や性質が根底か ら覆 され る可

能性 は問題 に もされ ない。物語の焦点が謎 の解明 にある限 り、その目的 に適

うよう定め られ たスパ イの役割や イメージが変化す る必要 はない。

Ashenden

裏 切 り者 と ロ マ ン テ ィ ッ ク な ス パ イ と の 関 係 は 、Maughamに よ る ス パ

イ 小 説Ashenden(1928)の 中 、 そ の も の`TheTraitor'と 題 さ れ た エ ピ ソ ー

ドで パ ロ デ ィ 的 に扱 わ れ て い る。"Hewasahigh-spiritedyouth ,witha

loveofadventure,andhehadundertakenhisdangerousmissionnot

forthemoneyheearnedbyit,butfromapassionforromance .It

amusedhimtooutwittheclumsyGermananditappealedtohis

senseoftheabsurdtoplayapartinashillingshocker."(185)と 描

写 さ れ る の は 、 ま さ に 「三 文 犯 罪 小 説 」 を 意 識 さ せ る 典 型 的 ロ マ ンス 指 向 型

の ス パ イ 。 こ の 人 物 が 、 ド イ ッ の ス パ イ で あ る 裏 切 り 者 の イ ギ リ ス 入

Cayporに 欺 か れ 殺 さ れ て し ま っ た(物 語 か ら も 「消 さ れ て し ま っ た」)と こ

ろ か ら、 こ の エ ピ ソ ー ドは 始 ま る 。 表 題 の 視 点 人 物Ashendenは 、 こ の 裏

切 り者Cayporを 罠 に か け、 イ ギ リス 情 報 部 に そ の 身 柄 を 拘 束 さ せ る 任 務

を 遂 行 し て お り、 役 割 と し て は ス パ イ を 追 い 詰 め る 立 場 に い る 。 し か し、 物
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語 には解 明 すべ き謎 の陰謀 は登場 せ ず(そ もそ も欺 こ うと して い るの は

Ashendenの 側 だ)、 示 され るのはCayporや そ の夫人 の人物 像 と彼等 との

交 流 の様 子 で あ る。 そ して注 目す べ き は、 この エ ピ ソ ー ドの 最 後 、

Ashendenの 任 務が成功 した後 を描 いた場 面 だ。 それ まで気丈 で理 知的 、

祖 国 ドイ ツに優越感 を持 ち夫 以外 の人 物 には敵 意 す ら持 って い た よ うな

Caypor夫 人 が、悲嘆 に暮れ憔悴 した姿で届 くことのない夫か らの手紙 を待 っ

て いる様子 が示 され る。 見る者(読 者)の 憐 れみを誘 うよ うなその描写 は、

裏切 り者 の側 とそれを追 い詰 める側 とい う役割上 での類型的 イメー ジか ら逸

脱 して いる。Ashendenは 、 自らCayporを 陥 れ なが ら、 事 件 のそ して人

間 の観察者 としては、任務で与え られ る立場 に完全 に支配 され ないだ けの客

観性を持 っている。

情報部の作戦上 は、捕獲 目標 に対 して大 きな影響力 を持 って いる配偶者 と

い う立場 に過 ぎないCaypor夫 人 に、 作戦終了後新 たな側面 が付加 され る。

それが蛇足 でないのな らば、物語 の焦 点 は、任務や作戦で はな く、人間を描

くことにあ る二TheRiddleoftheSandsやBuchanの 小 説 の よ うな初期

の スパ イ小説で は、物語 中での主要 な変化 ・新 たな発見 は、 謎の真相 が明 ら

か にな ると ころに集約す る。 そ してその登 場人物達 に関 して は、 謎解 明のプ

ロ ッ トを進 展 させ る役割 の面 が強調 されて いる。例 えば、追及 され るスパイ

というの は、謎が具象化 した記号 的な存在 に過 ぎな い。Dollmannの 陰 謀 に

っ いて は詳 述 されて も、彼の人物像 について は立場 ・役割での定型 イ メー ジ

の域を出な い。 物語が追 いか けているの は、謎であ って人間ではないか らだ。

中心人 物Daviesの ロマ ンスの相手で あるDollmannの 娘 に して も同様 だ。

JohnAtkinsが 、"sheisnotreallysuchanicegirlassheappearsto

be"(23)と 心 配 して いるように、彼女 に関 して その役 割以上 の ことが示 さ

れ る機会 は与え られて いない。Ashendenで のCaypor夫 人 を見 る客観的 な

視点、 そ して彼女 の新 たな側面 を提示 す る描写 は、 事件 よ り人物 を描 き出す

ことに語 りの力点が置かれている ことを示 してお り、その結果追 い詰 め られ
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るスパイの側のイメージも変化す ることとなる。

上述のエピソー ドのように小説Ashendenで は、第一次大戦時に外交の

表舞台 ・裏舞台に関わっていた人々が描かれている。多 くの場合、各人の役

割に与えられた定型イメージや初期印象に反するような側面が示され る。た

だし、短いエピソー ドの連作 という形式 も原因であろうが、小説全体を通 し

て、新たな発見や大きな変化が示されてはいない。言い換えると全編 を通 し

て登場するAshendenの 人物像には変化がない。描かれているのは、彼 の

周 りの人物達の方だ。彼はイギリス情報部のスパイという登場人物としての

役割と共に、変わ らない観察者 ・定まった観測点(読 者が立っべき位置)と

して物語中に存在 している。

Ambler

EricAmblerの 小説 は、謎解明の興味と人間的興味 とを巧 みに重ね合わ

せる。Epitaphforaspy(1937)で は、典型的な ミステ リーの枠組みが利

用される。南フランスのあるホテルに宿泊す る12人 の客の中か ら 「犯人」

を捜 し出すというのが、主軸となるプロットだ。その犯人 とは、 フランスの

軍港を密かに写真撮影 した人物。つまりスパイの正体を解明するのが、小説

全体を通 しての主要な動 きである。偶然この事件に巻 き込まれた語 り手が、

疑わ しい宿泊客を調べていく過程で、彼等それぞれの事情 ・秘密が明 らかに

なる。例えばある客の正体は、ナチス支配下の ドイッから脱出しゲシュタポ

に追われているコミュニストである。そしてその人物の背景が、第二次大戦

直前の時代状況 と共に詳 しく描き込まれる。(舞 台となる地域 ・時代が、啓

蒙的な意味を持っ程詳細かっ正確に描かれるのは、スパイ小説の特徴の一っ

である。Amblerの 小説ではこの特徴が顕著に示される。)っ まりスパイ捜

しの体裁を借 りて、宿泊客達の隠 された側面を発見 していく物語 となってい

るのである。

スパイ小説初期の謎解明物語 との焦点の違いは、視点 となる語 り手の立場
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の相違 に も起 因 している。Epitaph/oraspyで 、 スパ イを追 う役割 の語 り

手 は、ハ ンガ リー出身で幾っかの国を経て現在 フランス在住 だが、事情 によ

りど この国籍 もパ スポー トも市民権 も持 っていない。社会 的にみれば、 ごろ

っ き として のスパ イと大差ないいかがわ しい存 在であ り、実 際警察 か らはス

パ イの嫌疑 をか け られてい る。従 って調査対象 の人 聞達 との関係 も 《追 う一

追 われる》 の一面的な ものではな く、 よ り複雑 な物語 を生み出す こととなる。

あるいは ・4CoffinforDimitrios(1939)で 視 点人物 は、殺人者 ・スパ イ ・

麻薬密売人 で あるDimitriosを 追 いかけ る。 しか しこれ は正 義 のた めの犯

罪者 の追跡 で はな い。何故な らDimitriosは 既 に死んで いる(と 考え られて

いる)か らだ。視点人物 は、 「作家 と しての興 味」 か ら この悪 党 の人 物像 を

明 らかにす るため、そ して悪 の本質 と言 うべ き もの を探 ろ う と、Dimitrios

の過 去 の足 跡 を調査 してい るのだ。Amblerの 小 説 では、謎解 明のプ ロッ ト

が、初期 のスパイ小説 の ものと意識的 に距離 を置 いた使 い方を され る。単純

な定型的事件 と見 える ものに、人間的発見 の挿話が組み込 まれ、 その挿話の

方 に視点が移 ってい くことで、事件 自体 も(そ してそれ を伝 える物語 も)異

な った性質 の ものへ と変化す る こと とな る。 そ して、 上 記 の2っ の小 説 が

出 され た1930年 代 と言えば、GrahamGreeneの よ うな作 家 が ス リラーの

手法を用 いて、登場人物 の内面 と外部で起 こる追跡 ・逃 亡 ・対 決を描 いた時

期 と も一致 する。

JamesBond

ロ マ ンテ ィックな スパ イの代名詞 と して しば しば他 の小説 に も名前 が言及

されるJamesBond。 確 か に彼 の活動 は、 基 本的 に敵 の陰謀 を暴 き阻止す

るものだが、そ の物語で は謎 解 きの プロ ットを提示 す るとい う面 は重視 され

ていない。例 えば シ リーズの第一作 目CasinoRoyale(1953)で は、敵 とな

るLeChiffreに 関 す る調査書 が小説 の冒頭第2章 に示 され、 その正体 も目

的 も読者 に対 して明 らか にされ る。敵 の スパ イは誰 か ・どうい うことを企ん
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で いるのか、Bondも 読 者 も最 初か ら知 って い るの だ。 そ れ に対 抗 す る

Bond側 の作戦 も序盤 に説 明 され、物語 は:..対LeChiffreの 直 接対決、

それ もギ ャンブル勝負 の行方 に集 中す る。 また、 対決 場面 で の描写 で も、

Bondの 立 場 か ら事態 を見 ていなが らも、彼が推測 したことに対 して 「実 際

は～ だった」又 は 「彼の分析 は正 しか った」 というように、Bondが 知 り得

な い ・実際 には知 らない情報 も直 ちに読者 に示 される。結果、謎 によ るサ ス

ペ ンスの効果が打ち消 され るだけでな く、Bondの 視 点 と読者 の視 点 が乖離

す る。陰謀者を追いか けて いるの はBondだ け で、読 者 は 《追 いか けて い

るBond》 を 見 ることになる。っ まり物語の焦点 は、謎の解明で はな く、 敵

と対決 するBondを 見 せ ることで あると言 え る。

小説 には、Bondの 活 躍 に加え、趣味や食べ物 につ いての彼の こだわ りも、

細部 に至 るまで書 き込 まれ る。 しか し現象面 での発見以外 に、読者が彼 に新

たな側面 を見 っける ことはない。任務 の成否 を巡 っての幾 らか の緊張 はあ っ

て も、結局 は小説の始め に示 され る大枠の通 りに事 は進 んでい き、Bondの

立 場 や全体 の人物 関係 、 そ して 彼 の 人 物像 に変 化 は生 じな い。Casino

Royaleで 、 一連 の事件 が解決 した後、Bondは 自分 の行動 が正 しか った の

か疑問 を持っ。Ecoに よ ると、"AtthispointBondisripeforthecrisis,

forthesalutaryrecognitionofuniversalambiguity,andhesetsoff

alongtheroutetraversedbytheprotagonistofleCarr6."で あ った

が、 危 機 を回避 したBondは 以 後 善 悪 にっ い て の思 索 を放 棄 し、 作 家

Flemingも そ れを物 語か ら除外す る。その こ とが シ リー ズ成功 の基 礎 を築

いた(145)と い うことであ る。 この小説 の結末 に好意 を持 った女 性 に裏切

られBondは 一 瞬取 り乱すが、す ぐに冷静 さを取 り戻 す。 翌年 に出 され た

続編 で も変 わ らぬ姿 を見せ ている。Bondは 、精神的に変化の無い存在 とな っ

たのだ。

この ようにBondの 物 語 は、謎 の真相が提 示 され る こと も、 新 た な人 物

像 が発見 される こと もな く、(ア ク シ ョン中心 で進 んで い くに も関わ らず)
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非常に静的なものである。そしてBondと 敵 との対決に読者 の注目が集ま

る物語で、不変のBondは 基準点の働きをする。 シリーズを通 しての文脈

で見ると、変化があるのはBondの 対決相手、戯画的に誇張された敵役だ。

その異常さが、変わらぬBondと の比較で浮 き彫 りになる。価値観 ・人間

像が変わ らぬBondは 、読者が物語を読む際安定 した足掛か りとなってい

る。そもそ も読者は、Bondの 任務が最終的に失敗するなどとは思 っていな

いはずである。

leCarre

JohnleCarreが 描 くのは、欺 きと裏切 りが前提 とな ってい るスパイの世

界 だ。ThespyWhoCameinfromtheCold(1963)で は、 イギ リス情

報部 のスパイAlecLeamusが 一 連 の事件 を見 てい く視点 とな っている。 し

か し厳密 に言えば、読者 は彼 の視点 に立 っている とは言 えない。小説 の始 め

に、東 ドイ ッ情報部 の幹部Mundtを 失 脚 ・破 滅 させ るとい うLeamusの

任 務 の目的は示 されるが、 その具体 的な任務 内容 は読者 に は知 らされない。

従 って、 その後紙面 に展 開され ることか ら読者 は二重 の情報 を読 み取 る必要

があ る。 つま りLeamusの 任 務の行方を見届け るこ とに加 え て、読 者 に対

して隠 されている任務内容 を、彼 の言動 か ら解 明 しなければな らない。確か

に読者 は、Mundtを 陥 れ る作戦 をLeamusの 立 場 で見 てい くのだが、何 が

起 こってい るのかを理解 す るために、 そのLeamusも 追 及 の対 象 とな る。

読者 とLeamusと の 関係 に も、二重スパイ に対 す る不 信 が入 り込 ん でい る

のだ。

隠 されていたLeamusの 任務 内容が読者 に明か され るの は、 任務 の成 否

が明 らかになる時で もある。小説 の終盤 に東 ドイッ最高会議 の法廷で、それ

までの出来事 に対す る二通 りの解説が示 される。最初 に、東 ドイッ情報部の

幹部Mundtは 実 はイギ リスの二重 スパ イであ ると告発 され る。続 いて 当の

Mundtの 側 か ら、 その告発 は偽 の情報 に基づ くもので、 偽 りを東 ドイッ側
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に信 じ込ませ、Mundtを 失脚させることこそが、Leamusの 任務であるこ

とが暴かれる。っまり彼の任務は、敵にばれて失敗するのだ。しかしす ぐに、

それまでの彼の行動は別の文脈で判断されることとなる。彼の任務(正 確に

は、任務と信 じていたもの)が 敵側 に暴かれることこそが、イギ リス情報部

の真の作戦であり、任務の失敗はこの情報部の作戦の上では成功を意味する

ことが明か される。読者は、作戦の全容を知るためにLeamusを 追 ってい

たが、その立場に立 ったと同時にLeamus自 身に も隠 されていた真相が示

され、作戦を見る視点が変更され る。Leamusも 欺かれていたことが明 ら

かになった結果、読者が彼を追っていたことに、真相解明のためという意味

はな くなる。

小説の結末で、ベル リンの壁を越えて帰還するよう呼びかけるイギ リス情

報部の仲間の声に応 じず、Leamusは 既に死んだ恋人の後を追 い、敵の銃弾

の中へと降 りていく。 ここで壁は物語の焦点を分ける象徴的な役割を果たす。

つまり壁を越えて寒い国から帰って くることは、情報部の作戦を完遂するこ

と。それが意味するのは、全ての真相を見渡す視点への帰属であり、何が起

こっているのかを明 らかにするプロットに結末を与えることだ。 しかし彼が

壁を越えて行かないことにより、Leamusを 追う物語 と真相解明のプロット

とが分離する。小説が最後 まで追いかけるのは、スパイ戦争の中情報部の視

点か ら切 り離されたスパイの物語である。Leamusと 共 に読者を も欺 いて

いる視点が明 らかになるとき、物語の焦点も性質 も変化する。その変化 こそ

が、 この小説での最大の動 きと言える。

Greene

GrahamGreeneのTheHumanFactor(1978)も 、 物語 は人 間 的興味

に基づ く。 この小説 は、1963年 に ソ ビエ ト連邦に逃亡 した二重 スパイKim

Philbyの 事 件 、 イギ リス情報部 の大 きな醜 聞 とな った この事 件 を題材 と し

てい ると言われてい る。 ここで国を裏切 る立 場にあるのは、物語 の中心人物
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MauriceCastleだ 。 彼が、 ソ連側 に情 報を提供 す る二重 スパ イであ ること

は、小説 の半 ばにはっき りと示 されてい る。 すなわち、 これは読者 にと って

犯人捜 しの物語で はな い。 また、裏切 り者 を追 い詰 め る側 の視点 も挿入 され

ることで、 何が起 こって いるのかにっいて も読者 には個 々の登場人物達 よ り

多 くの ことが見え ている。従 って物語の焦点 とな るの は、Castleは 何 故 裏

切 ったのか、 あるいは裏切 りに如何 な る意 味があるのかを読 み取 ることだ。

そ して小説 を読み進めて い く内 に読者 が 目にす るのは、 緊張緩和 の下、 もは

やイデオ ロギ ーの対立が意味を持たな くな り、東西共 に組織 は等質化 し、楽

しむための ゲーム として続 け られ るスパ イ戦争の状 況。 そんな中では、"Oh,

traitor‐that'sanold-fashionedword....Theplayerisasimportant

asthegame.Iwouldn'tenjoythegamewithabadplayeracross

thetable,"(207)と い う台詞 に表れ るよ うに、 裏切 り者 か否 か を分 け る価

値観 よ りも、ゲー ム(ス パ イ戦争)の 巧拙 が支配 している。一方 「裏切 り者」

Castleの 側 で はその妻 が、"Wehaveourowncountry.YouandIand

Sam.You'veneverbetrayedthatcountry,Maurice."(238)と 、 独 自

の価値観 を示 して 「国」 やその 「裏切 り者」 の概念 を相対化す る。

TheRiddle(iftheSandsでDollmannが 裏 切 り者 と糾 弾 された と きか

ら、随分 と時代が変わ った ものであ る。 このよ うに裏切 り者 を規定す る支配

的な基 準が消失す るとき、読 者の見 るTheHumanFactorの 物 語 の焦点 が

変化す る。 「Castleは 何 故裏切 ったのか」を見てい く過程で、 前提 とな るそ

の問 いか けが成 り立た な くなり、む しろ 「裏切 りとは何 か」 とい うGreene

好 み の物語 となる。小説の結末では、家族 とい うCastleの 「国」 は、 現 実

の国の枠組 み によ って、 彼 はソ連 に、妻 と息子 はイギ リスに、 と分断 される。

制度上 で は、(「時代遅 れ」 と言 われなが ら)裏 切 り者 を定 める従来の基準が

維持 されてい る結 果だ。 しか し登場人物達(裏 切 り者 を追 い詰 ある国家組織

の人間 と、「裏切 り者」 として追 われるCastleの 側 、 双方)に 対 して その

基準が重要 性を失 ってい ることが示 された後 では、 この結末 は価値観 の分裂
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してい る様子 を一層皮 肉な形 で提示す ることとな る。

JamesBondの 物 語で は、 スパイ は組織 ・国家 を代 表 して お り、 彼 の勝

利 は組織 の勝利 に直結 していた。 それに対 して、二重 スパ イや裏切 り者 を描

いた物語で は、TheSpyWhoCameinfromtheColdで の 部 員 の スパ イ

を欺 く情報部 のよ うに、嘘 ・偽 り ・裏切 りが、敵 に対 して用 い られ るだけで

な く、 スパイ とその属 す る組織 ・国家 との関係 に も入 り込 む。TheHuman

Factorで は、 スパイ個 人 と組織 との分裂 は更 に進 み、 単 に作 戦 遂行 の手 段

の面で分かれて いるので はな く、行動 の目的 も、元 になる価 値観 も、 個人 と

組織 との繋が りに対す る認識す ら乖離 して しまって いる。 これは スパ イ存在

の根本を覆す変化 と言え る。 スパ イの役割 も意義 も、組 織や国家 との関係 に

お いて与え られ るか らだ。 スパ イを描 く物 語 と して は、その存在 の根 拠を否

定 してみせ る描 き方 は、一っの終着点 を示 す。 欺 きや裏 切 りをモチー フと し

て描 く場合、 この先 に進む とスパ イで はな くな って しまうか らだ。従 って後

は、 スパ イと属す る組織 ・国家の繋が りを覆す物語 を繰 り返 すだけとな る。

事 実 、TheHumanFactorの 前 の年 に 出 され たBrianFreemantleの

CharlieMuffin(1977)で は、組織 か ら信 頼 を得 られ ない スパ イが、 生 き

残 るために所 属す る情報 部を欺 き ・裏切 る物語 が(幾 分喜劇的 にではあるが)

描 かれ る。 当然その スパ イCharlieは 、 物 語 の最 後 に情 報部 を 出て行 か ざ

るを得 ない。 その後続編 が幾 つ も続 いてい くが、既 に不信 が入 り込ん だ関係

に は裏切 りはあ り得 ず、 また彼 の人物像 が変化 す ることもない。

追及 の対象 か ら描 写の対象 へ、 とい うのがスパイ小説 の一世紀程 の歴史 の

中で、 スパイの立場 に起 こった変化 の大 きな方 向性 であ る。 また物語 の視点

が、欺 ぐスパ イを追及 す る立場 か ら、欺 くスパ イへ、 そ して欺か れる(裏 切

られる)ス パ イへ と移 って い くことは、欺 き ・裏切 りを巡 る社 会的認 識 が変

化 して きた ことを反映 していると言 え るだろ う。 そ して裏切 られ るスパ イの

目を借 りて事件 を見 てい く読者 は、 自身 も欺 き と不信 の世界 に巻 き込 まれて

いることを再確認す る。TheHumanFactorに 読 める裏切 りのモチー フは、
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Greeneの 小 説群 に共 通 して見出せ るものであ る。 この ことか ら分 か るよ う

に、 スパ イ小 説が辿 り着 いた状況 はスパイの周 囲に限 られた ものではない。

換言す ると、 スパイ小説 に相応 しいモチー フを描 くのに、 スパイ小説 である

必要がな くな ったのであ る。

storyteller

最 後 に、 欺 くスパ イの例を もう一っ。Greeneに よ るスパイ小説のパ ロディ

OurManinHavana(1958)に 、 敵 も味方 も欺 くスパ イが登場す る。もっ と

もそのスパ イJamesWormoldに と って、嘘の情 報 を味方 の情報 部 に渡 す

の は、二重 スパ イや裏切 りで はな く、"givethemsomethingtheywould

enjoyfortheirmoney"(78)と い う行為 と考 え られて い る。 この小説 中、

Wormoldが 作 家 ・小説家 のイ メー ジに重 ね られ るよ うに、 これは読者 を楽

しませ る ことと同一 なのだ。一方 で は、 スパ イ小説 とそ の作 家、Fleming、

Maugham、Greene等 が 実際 に情報部の仕事 に携 わ った ことが、よ く関連

付 けて語 られる。 その経歴が物語 にど うい う影aを 与え たのか は確か めよう

が ないが、 フ ィクシ ョンを作 る ・物語を語 るとい う作家 の行為 は、欺 き ・裏

切 ることと密接 な関連性 を持 っ。例 えばTheSpyWhoCameinfromthe

Coldで 、 敵 の裏をか くため に多層的 に組 み立て られた情 報部 の作戦 は、 そ

の まま読 者を騙 し ・楽 しませ る二転三転 す るプ ロッ トとな って表れる。 まさ

に プロッ トとは、読者 に対 して作家が企 む陰謀 あ るいは作 戦であ る。

Maughamは 、Ashendenの 序 文 で、現実 あ りのままを示 す作話 法 で はな

く、 目的のため効果 的に作 り上 げたプ ロッ トの重要性 を説 く。彼 の場合 その

目的 は、"toexcite,interestandabsorbthereader"(viii)で あ る。 また

Greeneは 、 自分 の得 た人気 の要 因について次 のよ うに分 析す る。"Thisis

partlybecauseI'mastoryteller,unlikewritersofthepreviousgen-

erationsuchasVirginiaWoolfandE.M.Forster....Well,1'vealways

enjoyedtellingstories,andmyimpressionisthatreaderspreferthis
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tothenouveauroman,forinstance"(TheOtherMan139)."storyteller"

が 「嘘 っ き」 を 表 す こ と が あ る よ う に 、 真 実 を 追 究 す る こ と の み が 物 語 の 働
ロ

きではない。読者を欺き、裏切り、楽 しませることに意識的な作家が国際的

な状況が大きく揺れ動いた時代に活躍 していたことが、20世 紀のイギ リス

か ら良質なスパイ小説が数多 く出された理由の一つだろう。

Note

1.本 論 は、「欺 く視点、・読者の視点、一 英国スパイ小説を読む 一」 と題 して、 日本

英文学会第75回 大会にて研究発表 したものを、加筆 ・修正 したものである。
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